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式
典
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た「
医
療
経
営
士
２
級
」

合
格
者
に
よ
る
意
見
交
換

会
で
は
、
協
会
へ
の
要
望

や
医
療
経
営
士
の
認
知
度

の
向
上
に
向
け
た
方
策
な

ど
に
つ
い
て
、
一
時
間
以

上
に
わ
た
っ
て
議
論
が
行

わ
れ
た
。

今
後
の
研
究
会
活
動
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー

マ
と
し
て
、
個
人
情
報
保

護
や
賃
金
体
系
の
あ
り

方
、
職
員
確
保
策
、
介
護

療
養
病
床
の
運
営
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
げ
ら

れ
、
全
国
規
模
で
の
問
題

意
識
・
情
報
の
共
有
や
、

「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て

医
療
経
営
士
か
ら
の
提
言

な
ど
を
と
り
ま
と
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
」な
ど
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
医
療
経
営
士
と

し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
の
継
続
研
修
や
、

良
い
経
営
を
行
っ
て
い
る

病
院
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

機
会
の
必
要
性
を
訴
え
る

声
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

要
望
に
対
し
て
は
協
会
で

検
討
し
、
今
後
の
事
業
に

反
映
さ
せ
る
予
定
だ
。

そ
の
後
、「
医
療
経
営

士
２
級
合
格
者　

第
一
期

生
の
門
出
を
祝
う
会
」が

開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
吉
原
健
二
・
代

表
理
事（
財
団
法
人
厚
生

年
金
事
業
振
興
団
顧
問
）

が
挨
拶
を
行
っ
た
。
６
月

の
医
療
経
営
士
２
級
試
験

の
合
格
者
に
お
祝
い
を
述

べ
る
と
共
に
、「
今
後
さ

ら
に
研
鑽
を
積
ん
で
、
大

い
に
医
療
経
営
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
」と
激
励
し
た
。

次
に
、
清
水
鴻
一
郎
・

関
西
支
部
長（
医
療
法
人

清
水
会
京
都
伏
見
し
み
ず

病
院
理
事
長
、
前
衆
議
院

議
員
）が
登
壇
。「
私
も
含

め
病
院
の
経
営
者
の
多
く

は
医
師
だ
が
、
経
営
を
専

門
に
学
ん
で
い
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
。
し
か
し
、

院
長
に
な
っ
た
と
た
ん

に
、
診
療
を
行
い
な
が
ら

経
営
を
一
手
に
引
き
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
極

端
に
言
え
ば
、
手
術
を
し

な
が
ら
も
、
翌
日
の
支
払

い
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
事

態
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
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合
格
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
で
は
、医
療
経
営
士
２
級
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
研
究
テ
ー
マ
の
要
望
な
ど
を
活
発
に
議
論

前
列
中
央（
左
か
ら
５
番
目
）吉
原
健
二
氏（
代
表
理
事
）、
左
か
ら
林
諄
氏（
理
事
）、
神
野
正
博

氏（
理
事
・
北
陸
支
部
長
）、小
川
眞
史
氏（
理
事
）、清
水
康
之
氏（
理
事
）、右
か
ら
須
田
清
氏（
監

事
）、
長
沼
信
治
氏（
関
東
支
部
理
事
／
２
級
合
格
）、
橋
爪
章
氏（
九
州
支
部
長
）、
清
水
鴻
一

郎
氏（
関
西
支
部
長
）、
小
林
利
彦
氏（
理
事
）。
中
段
、
上
段
に
は
テ
キ
ス
ト
執
筆
者（
左
４
番

目
か
ら
右
に
島
田
直
樹
氏
、
橋
口
徹
氏
、
山
本
康
弘
氏
）、
医
療
経
営
士
２
級
合
格
者
の
12
名
。

冒
頭
の
挨
拶
に
続
い
て
祝
辞
を
述
べ
る
清

水
氏
。
大
阪
よ
り
駆
け
つ
け
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会（
以
下
、
協
会
）は
9
月
10
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
東
京
都
・
千
代
田
区
）に
て「『
医
療
経
営
士
２
級
合
格
者�

第
一

期
生
』の
門
出
を
祝
う
会
」を
開
催
し
た
。
当
日
は
13
人
の
医
療
経
営
士
２
級
合
格
者
が
全
国
よ
り
駆
け
つ
け
、
ま
た
、
協
会
代
表
理
事
お
よ
び
理
事
、
協
会
各
支

部
長
、
テ
キ
ス
ト
執
筆
者
な
ど
多
数
の
関
係
者
が
参
加
。
歓
談
の
時
間
に
は
熱
い
エ
ー
ル
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会 

主
催　
「『
医
療
経
営
士
２
級
合
格
者 

第
一
期
生
』の
門
出
を
祝
う
会
」

医
療
経
営
士
２
級
合
格
者 

第
一
期
生
が
集
結

医
療
経
営
の
専
門
職
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の

使
命
を
胸
に
刻
み
、医
療
界
へ
の
貢
献
を
誓
う

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
で
は
、協
会
本
部
、各
支
部
よ
り

理
事
・
支
部
長
が
駆
け
つ
け
、合
格
者
に
熱
い
エ
ー
ル
を

Do Not P
rint.
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日
本
の
病
院
に
一
番
欠
け

て
い
た
も
の
が
経
営
的
戦

略
で
あ
り
、
そ
れ
を
担
う

人
材
が
い
な
か
っ
た
の
が

今
ま
で
の
日
本
の
医
療
の

大
き
な
欠
点
だ
っ
た
」と

問
題
提
起
し
た
。

医
療
経
営
士
に
対
し
て

は
、「
医
療
経
営
士
と
い

う
資
格
を
持
つ
こ
と
で
病

院
の
中
で
発
言
権
を
得

て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し

な
が
ら
、
良
い
医
療
を
実

現
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
私
た
ち
も
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
世
界

一
の
医
療
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た

神
野
正
博
・
理
事
・
北
陸

支
部
長（
社
会
医
療
法
人

財
団
董
仙
会
理
事
長
）は
、

「
医
療
経
営
士
２
級
第
一

期
生
の
皆
さ
ん
が
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
活
躍
を
し
て
い

く
か
に
医
療
経
営
士
の
成

否
は
か
か
っ
て
い
る
。
医

療
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
達

と
切
磋
琢
磨
し
て
、
医
療

の
質
を
維
持
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
、
我
々

協
会
側
も
皆
さ
ん
に
積
極

的
に
様
々
な
情
報
を
公
開

し
、
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

給与補助の対象となるのは、十数人が所属する
事務職員のうち、経理・会計をはじめ病院管

理全般の業務を担当する４人のスタッフだ。
この仕組みを構築した小松義昭事務長は「私を含
めた４人の業務は、毎月の収支管理から、消防の
設備点検の対応までさまざま。『医療経営士テキス
ト』の内容は病院管理・経営全般を網羅しており、私たちの業務と通
じる部分が多いのです」と、資格取得のメリットを強調する。
給与補助の賃金体系は、取得した級ごとで分かれている。「医療経
営士3級」取得者への給与補助は、初年度が毎月5,000円で、以降毎
年2,500円ずつ増える。また、2級取得者は初年度が毎月20,000円で、
以降毎年1,000円ずつ増加。1級は、初年度から30,000円の給与補
助があり、2年目以降の変動はない。上限金額は、いずれの級も
30,000円となっている。
現在４人のうち、小松事務長をはじめ女性職員１人、男性職員１人
が「医療経営士３級」資格認定試験に合格。残る女性職員も、近く3級
の受験を予定している。
小松事務長は「私たち４人の業務は非常に幅が広く、事務職員の中
でも特にハード。厳しい言い方ですが、日々成長できなければ務まり
ません。そのため、医療経営士の勉強を通してスキルアップしながら、
一生懸命毎日の業務に打ち込む必要があります。そうすれば、遠くな
い将来に管理職になる可能性も開けるはずです」と、職員のさらなる
努力と成長に期待を寄せる。

医療法人社団光仁会木島病院（石川県金沢市）

歓
談
を
は
さ
ん
で
、
医

療
経
営
士
２
級
合
格
者
に

よ
る
自
己
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
現
在
の
職
務
や
医
療

経
営
士
資
格
取
得
の
目

的
、
今
後
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
た
。「
こ
れ

だ
け
多
く
の
方
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
実
感
で
き

た
。
引
き
続
き
ご
指
導
い

た
だ
き
た
い
」「
そ
れ
ぞ
れ

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し

て
、
様
々
な
分
野
の
医
療

経
営
士
と
共
に
邁
進
し
た

い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。
参
加
者
の
基
礎
職
種

は
、
病
院
経
営
部
門
、
公

務
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

医
師
派
遣
業
、
中
小
企
業

診
断
士
、
弁
護
士
な
ど
多

岐
に
渡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
務
を
通
じ
て
医
療
経
営

に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命

感
を
熱
く
語
っ
た
。

続
い
て
橋
爪
章
・
九
州

支
部
長（
保
健
医
療
経
営

大
学
学
長
・
理
事
長
、
教

授
）と
山
本
康
弘
・
試
験
・

作
問
協
議
委
員
会
副
委
員

長（
国
際
医
療
福
祉
大
学

医
療
福
祉
学
部
医
療
福

祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

教
授
）が
門
出
を
祝
う
言

葉
を
送
っ
た
。

橋
爪
氏
は
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
祖
で
あ
る
ド
ラ
ッ

カ
ー
で
す
ら
医
療
経
営
は

難
し
い
と
そ
の
著
書
で
弱

音
を
吐
い
て
い
る
と
紹
介

し
、「
医
療
経
営
士
の
資

格
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と

は
医
療
経
営
に
必
要
な
能

力
を
第
三
者
か
ら
認
め
て

も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ま
す
ま
す
専
門
性
を
高
め

て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま

た
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー﹃
宇

宙
飛
行
士
の
育
て
方
﹄の

一
説
に
触
れ
、「
宇
宙
飛

行
士
に
一
番
大
事
な
資
質

は
、＂
こ
の
人
と
一
緒
に

仕
事
を
し
た
い
と
思
わ
れ

る
人
間
性
だ
＂と
書
か
れ

て
い
る
。
医
療
経
営
士
の

試
験
問
題
は
人
間
性
そ
の

も
の
を
測
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
、
本
当
の
医
療
経

営
士
に
な
る
た
め
に
も
、

同
僚
に
こ
の
人
と
一
緒
に

仕
事
を
し
た
い
と
思
わ
せ

る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
山
本
氏
は
、
理

想
の
医
療
経
営
士
に
求
め

ら
れ
る
ス
キ
ル
に
つ
い
て

い
く
つ
か
述
べ
た
。
こ
の

う
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
、

「
今
は
チ
ー
ム
医
療
が
さ

か
ん
に
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
医
師
や
看
護
師
、

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
、
医
療

関
連
企
業
、
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
、
地
域
住
民
な
ど

様
々
な
方
に
接
す
る
機
会

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
医
療
に
関
わ
る
人
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
合

わ
せ
て
物
事
を
説
明
し
、

理
解
・
納
得
し
て
も
ら
え

る
ま
で
話
を
す
る
力
が
必

要
。
医
療
経
営
士
に
は
、

そ
う
い
う
能
力
を
求
め
た

い
」と
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
私
は
試
験
・
作
問
協
議

委
員
会
副
委
員
長
を
し
て

い
る
し
、
テ
キ
ス
ト
に
関

し
て
も
考
え
る
立
場
に
あ

る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の

よ
う
な
ス
キ
ル
は
テ
キ
ス

ト
の
勉
強
や
試
験
だ
け
で

は
得
ら
れ
な
い
。
協
会
に

は
こ
う
い
っ
た
ス
キ
ル
を

獲
得
で
き
る
よ
う
な
継
続

し
た
学
習
の
場
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
２

級
の
合
格
者
の
皆
さ
ん
に

は
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
今

後
の
研
修
・
研
究
会
活
動

を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
要
望
し
た
。

最
後
に
小
林
利
彦
・
理

事（
東
京
大
学
薬
友
会
会

長
）が
中
締
め
の
挨
拶
を

行
っ
た
。
有
名
コ
ー
ヒ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い

て
、「
ブ
ラ
ッ
ク
エ
プ
ロ

ン
」と
言
わ
れ
る
豊
富
な

知
識
と
経
験
を
持
つ
ス

タ
ッ
フ
が
お
り
、
問
題
が

発
生
す
る
と
各
店
舗
に
駆

け
つ
け
て
そ
の
解
決
を
図

る
と
い
う
仕
組
み
を
紹

介
。「
こ
れ
か
ら
、
医
療

経
営
士
２
級
合
格
者
の
皆

さ
ん
に
は
、
病
院
の
組
織

に
横
串
を
通
す
と
同
時

に
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
と

し
て
の
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
る
と
素
晴
ら
し
い
と

思
っ
て
い
る
」と
話
し
た
。

当
日
は
13
人
の
２
級
合

格
者
と
協
会
関
係
者
が
参

加
。
歓
談
の
時
間
に
は
闊

達
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

医療経営士取得者への
給与補助で事務職員の成長を促す

Topics

新発売!!
介護経営白書 2011年度版
新しい介護経営のあり方と人材像を
提言する医療・介護関係者、必読の書!!
［主な内容］
事業者トップの動向と今後の事業の継続性／人材育成の教育プロ
グラムとリーダーシップ／改正介護保険法を読む／24時間対応の
定期巡回・随時対応サービス／サービス付き高齢者向け住宅への
移行と進むべき方向／介護業界の助成金・交付金の現在と今後
の動向／シニアリビング産業の資金調達／中国大連市における在
宅介護事業の展開／介護保険外サービス　経営安定・サービス
充実のヒント／異業種参入の近況　ほか

監修　川渕孝一（東京医科歯科大学大学院教授）
　　　青木正人（株式会社ウエルビー代表取締役）
●定価：4,700円（税込） ➡ 3,760円（税込）

●B5判／2色刷／308ページ

医療経営士のための経営実践書

※日本医療経営実践協会会員には、会員サービスとして送付済みです

●定価：1,000円（税込） ➡ 800円（税込）

●B5判／1色刷／48ページ／季刊

創刊号　「医療経営士」情報誌　医療経営の理論と実践
医療経営士のためのマネジメント強化読本!!

■ 座談会　医療経営士としての使命
石松宏章（東京女子医科大学病院卒後臨床研修センター、医師）
金城悠貴（横須賀市立うわまち病院総務課・医療情報センター）
菅　雅信（日本医科大学多摩永山病院事務部医事課）
福島通子（塩原公認会計士事務所、特定社会保険労務士）
古石至章（株式会社ホギメディカル宇都宮営業所）

■ 経営放談
南野知恵子（第75・76代法務大臣）
皆川尚史（日本医療経営実践協会代表理事代行）

■ 誌上講義
医療改革の動向と病院経営戦略
尾形裕也（九州大学大学院医学研究院教授）

医療経営と財務諸表公開
松山幸弘
（キヤノングローバル戦略研究所研究主幹、経済学博士）

医療経営士と医療法務
須田　清（大東文化大学法科大学院教授〈医事法〉、弁護士）

■ 医療経営に活かすデータの読み方・使い方
医療機関の収益動向をどう見抜くか

■ 会員情報
「医療経営士」資格認定試験合格者紹介╱
VOICE&OPINION╱試験告知　ほか

自
己
紹
介
で
は
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
自
身
の
使
命
を
語

り
、医
療
経
営
士
２
級＂
第
一
期
生
＂と
し
て
の
結
束
を
高
め
る

新しい医療経営のあり方について熱い議論を交わす神
野氏と岡本正氏（３・２級合格者／弁護士）

小
松
義
昭
事
務
長

Do Not P
rint.
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病
院（
長
）
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（Business C
ontinuity 

Plan

：
事
業
継
続
計
画
）

に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の

と
し
て
、
医
療
ガ
バ
ナ
ン

ス
定
着
の
１
つ
の
方
法
論

「
自
己
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
紹
介
し
た
い
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
前
提
と
な
る

医
療
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
定
着

と
向
上
は
、
本
来
、
院
内

に
組
織
横
断
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
推
進
委
員
会（
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
）
を
設
置
し
、

自
院
に
合
っ
た
医
療
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
時
間
を
か
け
て
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

の
基
本
的
な
フ
レ
ー
ム
を

提
供
す
る
も
の
の
１
つ
に

自
己
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

あ
る
。

自
己
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
経
営
理
念
、
組
織
、

管
理
、
情
報
開
示
と
説
明

責
任
、
人
材
育
成
、
情
報

シ
ス
テ
ム
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
８
つ
の
観
点
、
36

の
点
検
事
項
で
構
成
さ
れ

る
。
自
己
点
検
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
自
院
適
用
は
、
自
院

に
お
け
る
医
療
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
定

着
度
を
評
価
し
、
必
要
な

対
策
を
検
討
す
る
た
め
の

気
づ
き
を
提
供
し
て
く
れ

る（
た
だ
し
、
平
時
で
の

安
定
状
況
下
に
お
け
る
経

営
が
前
提
と
い
う
限
界
も

あ
る
）。

し
た
が
っ
て
、
医
療
ガ

バ
ナ
ン
ス
推
進
の
た
め
の

自
己
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
組
み
合
わ
せ
、

非
常
時
に
も
適
用
可
能
な

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
昇
華
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

医
療
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上

の
た
め
に
は「
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー（
利
害
関
係
者
）

重
視
の
病
院
経
営
の
推

進
」が
重
要
で
あ
り
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
単
な
る
計

画
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め

に
は
、
病
院
内
部
で
の
縦

連
携
や
横
連
携
は
当
然
と

し
て
、
病
院
外
部
と
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
ダ
イ

ア
ロ
グ（
対
話
）に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
病
院
個

別
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
・
ダ
イ
ア
ロ
グ

に
よ
っ
て
病
院
を
取
り
巻

く
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
連
携
度
を
向
上
さ
せ
、

機
能
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
こ
そ
が

大
規
模
災
害
時
に
は
必

要
。
点
か
ら
線
、
線
か
ら

面
の
病
診
連
携
、
病
病
連

携
が
な
さ
れ
た
計
画
・
実

行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ト
ッ
プ
が
考

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
営
的
課
題
で
あ
り

社
会
的
責
任
の
１
つ
で
あ

る
。
ま
ず
は
ト
ッ
プ
が
こ

れ
ら
の
意
味
を
理
解
し
て

い
な
い
と
、
組
織
全
体
に

意
識
が
浸
透
し
な
い
。
非

常
時
に
事
業
が
継
続
で
き

な
い
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
病
院
は
、
多
大
な

る
人
命
の
危
機
を
招
く
こ

と
に
な
り
、
社
会
の
存
在

意
義
を
毀
損
し
て
し
ま
う
。

監修・編集

日本政策投資銀行 医療・生活室
日本経済研究所 医療福祉グループ
●定価：3,150円（税込） ➡ 2,520円（税込） 

●A5判／224ページ

医療経営士 サブテキストシリーズ①

医療経営データ集2011
数値で理解する医療・介護業界の最新動向

好評
発売中！

◎医療経営士のための経営実践書

目 

次

第1章　医療を取り巻く環境の現状分析　施設動向、経営動向
第2章　�病院経営に関する現状分析　運営費動向、医師・看護

師の確保、DPC、医療機器の保有状況など

第3章　�病院経営に関するトピックス　病院経営改善の取組事例、
今後の患者数推移、地域医療連携の状況、救急医療の
状況、介護関連サービスの動向、社会医療法人など

最
後
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
お
け
る
方
法
論
の
モ
デ

ル
の
１
つ
を
北
欧
の
例
か

ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本

モ
デ
ル
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
、
民
間
企
業
へ
の

適
用
性
が
高
い
も
の
の
、

今
後
の
日
本
の
病
院
が
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
を
す
る
た
め
に

は
、
有
用
で
あ
ろ
う
。
当

モ
デ
ル
の
詳
細
は
、
紙
面

の
制
約
上
、
割
愛
す
る
の

で
、興
味
の
あ
る
読
者
は
、

参
考
文
献
を
参
照
さ
れ
た

い
＊1

。
今
後
は
、
上
記
の
よ
う

な
方
法
論
を
応
用
し
た
事

例
研
究
が
求
め
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

な
お
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に

は
、
内
閣
府
の
企
業
防
災

ペ
ー
ジ
＊2

が
参
考
に
な

ろ
う
。

ま
た
、
米
国
の
事
例
と

し
て
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ

る
洪
水
に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
具
体
例
が
幾
つ
か
あ
る

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
い
つ

か
紹
介
し
た
い
。

個
々
の
病
院
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
自
然
災
害
に

よ
る
非
常
時
に
対
応
す
る

為
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す

る
の
は
、
組
織
の
負
担
と

も
な
る
。
そ
こ
で
、
病
院

個
々
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
だ
け
で
な

く
、
複
数
の
病
院
と
共
同

に
策
定
す
る
こ
と
が
、
全

体
最
適
と
な
り
、
効
率
的

か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
規

模
災
害
時
に
対
し
て
、

個
々
の
病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

連
携
さ
せ
、
機
能
す
る
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
効
果
が
期
待
で
き

る
だ
ろ
う
。
点
か
ら
線
、

そ
し
て
面
で
の
地
域
連
携

さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
転
換

が
必
要
な
の
で
あ
る
。
米

国
で
は
、
地
域
の
官
民
が

連
携
し
て
、
広
域
災
害
時

に
お
い
て
業
務
復
旧
に
不

可
欠
な
人
材
に
あ
ら
か
じ

め
Ｉ
Ｄ
を
持
た
せ

て
い
る
。そ
し
て
、

ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
、
優
先

的
に
警
戒
区
域
内

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

ア
ク
セ
ス
を
可
能

に
し
て
い
る
。

今
後
、
地
域
、

地
区
が
安
全
確
保

の
た
め
に
、
病
院

だ
け
で
な
く
、
地

域
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
含
め
た

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
議
論
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

地域全体の安全確保のため
あらゆるステークホルダーと議論を

　（BCP策定の必要性②）

前回に引き続き、医療経営士テキストシリーズにて
「医療ガバナンス─医療機関のガバナンス構築を目指
して─」の執筆を担当した西武文理大学サービス経営
学部健康福祉マネジメント学科の内田亨准教授に、病
院トップのBCPにおける心構えと、BCPを計画だ
けに終わらせない取り組みについて解説してもらう。

リレー連載	 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報	 第9回

医
療
ガ
バナンスの
定
着
・
向
上
を
助
け
る

自
己
点
検
マニュアル

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
計
画
で
終
わ
ら
せ
ない

ス
テ
ー
ク
ホル
ダ
ー・ダイ
アロ
グ
の
必
要
性

うちだ・とおる●1985年、中央大学文学部卒業。
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修士課
程修了、経営学修士（MBA）。ライオン株式会社、
日本ロシュ株式会社、リヨン経営大学非常勤講
師、早稲田大学経営品質研究所客員研究員を経
て現職。主な研究テーマは、フランスの大学病院
の経営、組織間マネジメント、日仏経営比較など。

今月の
講師 内田  亨 氏 

西武文理大学サービス経営学部
健康福祉マネジメント学科 准教授

出典：Lindström,J. et al.“Business continuity planning methodology”Fig2を参考に一部筆者改変

図　梯子段方法論

⑦ＢＣＰメンテナンス作業の開始
⑥実施、テスト、トレーニング
⑤ＢＣＰの展開およびメンテナンス
④リスク分析・評価およびリスク軽減計画
③重要な作業における重要資源の分析

②ＢＣＰ作業分析、重要な事象の正確な記述および危機時の時間管理とルーティンの記述
①目標と限界の設定

⑥事業持続がメンテナンス作業の開始を評定
　⑤実施、テスト、トレーニング
　　④部門の停止した設備の展開
　　　③重要な作業にどの資源が必要か確認

部門レベル本部レベル

個
の々
病
院
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
連
携
さ
せ

全
体
最
適
を
機
能
さ
せ
よ

今月のテキスト

医療経営士テキスト
上級・５巻

「医療ガバナンス」
医療機関のガバナンス構築を
目指して
編著者代表：内田　亨
体裁：B5判・72頁
定価：3,150円
	 （本体3.000円＋税5％）

＊1：�Lindström,J. Samuelsson,S.and Hägerfors,A.“Business continuity planning methodology”
Disaster Prevention and Management Vol.19 No.2 , 2010 pp.243-255 .

＊2：http://www.bousai.go.jp/kigyoubousai/jigyou/sk.html.bk
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医療経営士のための経営実践書　続々刊行!!

Ｄ
Ｐ
Ｃ
基
礎
係
数

当
初
は
最
大
３
群
に

厚
生
労
働
省
は
８
月
１

日
、
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
・
Ｄ
Ｐ
Ｃ
評
価
分

科
会（
分
科
会
長
＝
小
山

信
彌
・
東
邦
大
医
療
セ
ン

タ
ー
大
森
病
院
心
臓
血
管

外
科
部
長
）
を
開
催
し
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の
機
能

や
役
割
な
ど
に
応
じ
て
設

定
す
る
病
院
群
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
で

は
、
病
院
群
の
設
定
に
つ

い
て
は
医
師
密
度（
Ｄ
Ｐ

Ｃ
算
定
病
床
１
当
た
り
の

医
師
数
）に
着
目
し
て
検

討
を
進
め
て
き
た
。
医
師

密
度
が
高
い
ほ
ど
診
療
密

度（
１
日
当
た
り
包
括
範

囲
出
来
高
点
数
）が
高
い

こ
と
が
推
察
さ
れ
、
さ
ら

に
患
者
重
症
度
の
観
点
を

含
め
て
分
析
評
価
を
行
う

べ
き
と
の
話
が
上
が
っ
た

こ
と
か
ら
追
加
集
計
を
実

施
、
集
計
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。

設
定
に
あ
た
り
実
施
し

た
追
加
集
計
は
、
２
０
１

０
年
改
定
の
使
用
デ
ー
タ

で
診
療
密
度
と
各
指
標
の

相
関
係
数
を
計
算
。
そ
の

結
果
、
診
療
密
度
と
い
ず

れ
の
診
療
報
酬
算
定
区
分

や
指
標
も
相
関
関
係
に
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

中
で
も「
検
査
・
病
理
」「
画

像
診
断
」「
注
射
」と
の
相

関
が
強
く
、
こ
れ
ら
が
診

療
密
度
の
増
減
に
影
響
を

与
え
て
い
た
。
ま
た
、
各

医
療
機
関
の
手
術
件
数
を

外
保
連
試
案
の
手
術
難
易

度
に
当
て
は
め
た
と
こ

ろ
、
手
術
の
難
易
度
と
診

療
密
度
、
医
師
密
度
に
強

い
相
関
関
係
が
あ
り
、
同

一
Ｄ
Ｐ
Ｃ（
同
一
包
括
点

数
）の
患
者
に
つ
い
て
も
、

患
者
重
症
度
、診
療
密
度
、

医
師
密
度
と
の
間
に
一
定

の
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
大

学
病
院
本
院
以
外
の
医
師

密
度
の
高
い
病
院
群
」の

要
件
と
し
て
、
①
医
師
密

度
・
診
察
密
度
が「
大
学

病
院
本
院
」相
当
、
②
医

師
研
修
や
高
度
医
療
技

術
、
重
症
患
者
の
診
察
の

い
ず
れ
か
で
一
定
の
機
能

や
実
績
が
あ
る
︱
︱
と

し
、
具
体
的
な
要
件
は
今

後
検
討
し
て
い
く
と
し

た
。

同
省
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
の
基
本
的
な
診
療
機

能
を
評
価
す
る
た
め
、
現

行
の
調
整
係
数
の
見
直
し

後
は
、「
基
礎
係
数
」を
病

院
群
ご
と
に
設
定
す
る
方

針
で
、
開
始
当
初
の
基
礎

係
数
は
最
大
で
３
群
に
。

医
療
・
介
護
８
事
業
を
含

む
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
を
採

択
総
務
省
は
８
月
17
日
、

今
年
度
の「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
広
域
連
携
事
業
」

の
採
択
事
業
と
し
て
14
事

業
を
選
定
、
公
表
し
た
。

同
事
業
は
、
複
数
の
市

町
村
域
に
ま
た
が
っ
て
広

域
連
携
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
Ｉ
Ｃ

Ｔ
人
材
の
育
成
・
活
用
に

よ
り
、
全
国
各
地
域
に
お

け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
共
に
、
効
率
的
・
効

果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の

促
進
を
図
る
も
の
。
昨
年

度
採
択
し
た
97
事
業
の
う

ち
、
契
約
満
了
し
た
55
事

業
に
事
業
継
続
の
希
望
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
33 

件
か
ら
継
続
希
望
が
あ

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
補
助
金
等
調

査
・
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
る
評
価
会
に
お
い

て
評
価
を
行
い
、
14
件
を

委
託
先
候
補
と
し
て
選
定

し
た
。

14
事
業
の
う
ち
、医
療
・

介
護
関
連
の
事
業
は
次
の

８
件
。
①「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
留
萌
圏
域
に
お
け

る
地
域
連
携
一
生
パ
ス
運

営
事
業
」（
北
海
道
留
萌

市
、
同
小
平
町
）、
②「
群

馬
健
康
ク
ラ
ウ
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
基
盤
構
築
事
業
」

（
特
定
非
営
利
法
人
群
馬

コ
ン
グ
レ
ス
サ
ポ
ー
ト
）、

③「
多
数
の
住
民
の
参
加
・

継
続
を
可
能
と
す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
型
健
康
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
新
潟

県
新
潟
市
、
同
三
条
市
、

同
見
附
市
）、
④「
岐
阜
県

救
急
医
療
全
体
最
適
化
事

業
」（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
岐
阜
救
急
災
害
医
療
研

究
開
発
機
構
）、
⑤「﹃
し

ず
お
か
バ
ー
チ
ャ
ル
・
メ

ガ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
﹄構
築

事
業
」（
地
方
独
立
行
政
法

人
静
岡
県
立
病
院
機
構
）、

⑥「
地
域
共
通
診
察
券（
仮

称
：
す
こ
や
か
安
心
カ
ー

ド
）発
行
に
よ
る
安
心
・

安
全
な
健
康
医
療
福
祉
情

報
基
盤
整
備
事
業
」（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
日
本
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、
⑦

「
奈
良
県
救
急
医
療
管
制

支
援
シ
ス
テ
ム（
ｅ︲

Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｃ
Ｈ
）事
業
」（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン

タ
ー［
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｄ︲

Ｊ
］）、
⑧「
広
域
連
携
ゆ

め
病
院
」（
特
定
非
営
利
活

動
法
人
和
歌
山
地
域
医
療

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
）今

後
は
、
事
業
の
委
託

先
候
補
と
の
契
約
手
続
き

が
行
わ
れ
る
。

被
災
地
の
特
例
加
算

慎
重
意
見
相
次
ぐ

厚
生
労
働
省
は
８
月
24

日
、
中
医
協（
会
長
＝
森

田
朗
・
東
京
大
学
大
学
院

教
授
）の
総
会
を
開
催
し
、

８
月
１
日
～
３
日
に
行
わ

れ
た
中
医
協
委
員
に
よ
る

被
災
地
訪
問
・
意
見
交
換

会
に
つ
い
て
の
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
森
田
会
長
と
事

務
局
か
ら
被
災
地
で
は
、

「
医
療
従
事
者
の
流
出
、

施
設
の
損
害
に
対
応
し
た

施
設
基
準
の
緩
和
を
お
願

い
し
た
い
」「
診
療
報
酬
を

特
例
的
に
加
算
し
て
ほ
し

い
」「
医
師
の
地
方
勤
務
を

義
務
付
け
て
ほ
し
い
」「
広

報
病
床
が
壊
滅
す
る
な
か

で
退
院
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
在
院
日
数
が
長
く

な
り
、
算
定
要
件
を
満
た

せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

「
原
発
へ
の
不
安
加
算
、

危
険
加
算
を
創
設
し
て
ほ

し
い
」と
い
っ
た
様
々
な

意
見
が
聞
か
れ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

今
後
の
対
応
と
し
て
、

①
算
定
要
件
の
緩
和
に
つ

い
て
は
、
中
医
協
に
お
け

る
議
論
、
関
係
者
と
の
調

整
を
踏
ま
え
、
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
速
や
か
に
実

施
し
て
は
ど
う
か
、
②
被

災
地
に
お
け
る
特
例
加
算

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
や

補
償
と
の
役
割
分
担
を
踏

ま
え
て
、
財
源
も
含
め
て

改
定
時
ま
で
に
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
は
ど
う
か
、

の
２
つ
が
提
案
さ
れ
た
。

一
方
、
特
例
加
算
の
創
設

に
関
し
て
は
、
保
険
者
の

財
政
圧
迫
や
患
者
の
自
己

負
担
の
増
加
な
ど
へ
の
懸

念
か
ら
慎
重
論
が
多
く
聞

か
れ
た
。「
診
療
報
酬
上

の
加
算
で
は
な
く
、
国
の

補
助
金
で
対
応
す
べ
き
」

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

日
総
会
に
出
席
し
た
大
塚

耕
平
厚
労
副
大
臣
は
、「
次

の
２
年
間
は
被
災
地
で
は

ま
だ
復
興
対
応
」と
し
た

う
え
で
、「
特
例
加
算
で

は
患
者
さ
ん
の
負
担
が
増

え
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
だ

け
で
議
論
に
フ
タ
を
し
な

い
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

特
例
加
算
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
る
よ
う
求
め
た
。

（
出
典
：「
フ
ェ
イ
ズ
・
ス
リ
ー
」

２
０
１
１
年
10
月
号〈
日
本
医
療
企
画
〉）

新発売!!　医療経営士実践テキストシリーズ①

なるほど、なっとく医療経営Q＆A50
イラスト＆図解でわかりやすい！
１問１答形式で理解するマネジメント入門書
［主な内容］
第１章　これで読める！ 医療経営雑誌、厚労省資料
・都道府県の医療計画には何が記載されているの？
・なぜ、医師不足になったの？
・厚生労働省のうち、医療経営に関連する幹部、部局はどこ？　――25問＋1
第2章　経営会議に役立つ！ 医療関連法、診療報酬、介護報酬のツボ
・医療法で重要な条文は何？
・診療報酬と介護報酬はどこが違うの？
・社会保障改革では医療・介護はどう改革しようとしているの？　――25問＋1

10月下旬発売予定!!　医療経営士 サブテキストシリーズ②

医療・介護の今と明日がわかる
医療経営用語集2011-2012
経営的視点からまとめた医療従事者のための用語集

［主な内容］
第１章　人的資源
医師・医学教育／看護職／病院スタッフ／職場内マネジメント／人 事・労務管理　ほか
第２章　物的・サービス資源
医薬品／医療機器／物流管理／医療関連サービス／保険外診療・附帯 業務　ほか
第３章　財務的資源
財務管理／資金調達／診療報酬制度
第４章　知的・情報資源
ホスピタル・ガバナンス／医療事故／医療安全／生命倫理・医の倫理 　ほか
付録　介護関連用語集
監修　聖路加国際病院
●定価：3,150円（税込） ➡ 2,520円（税込）

●Ａ5判／1色刷／256ページ

著者　長 英一郎（東日本税理士法人／「医療経営士３級」資格認定試験合格者）
●定価：3,150円（税込） ➡ 2,520円（税込）

●Ａ5判／1色刷／272ページ
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医療・介護の今と明日がわかる
医療経営用語集2011-2012

監修：聖路加国際病院

『医療経営士●初級テキスト』
シリーズ完全対応
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